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二

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八
条
た
だ
し
書
（
入
所
し
て
い
る
者
の
居
室
及
び
各
施
設
に
特
有

の
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
九
条
第
一
号
（
寝
室
及
び
観
察
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
及

び
第
三
号
、
第
二
十
条
第
一
号
（
乳
幼
児
の
養
育
の
た
め
の
専
用
の
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
号
、

第
二
十
六
条
第
一
号
（
母
子
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
（
母
子
室
を
一
世
帯
に
つ
き
一
室
以
上
と
す

る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
三
号
、
第
三
十
二
条
第
一
号
（
乳
児
室
及
び
ほ
ふ
く
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
第

三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
号
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
三
号
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
号
（
保
育
室
及
び
遊
戯

室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
六
号
（
保
育
室
及

び
遊
戯
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
一
条
第

一
号
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
号

（
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
四
条
第

一
号
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
号
（
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第
九
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基
準

第
九
条
か
ら
第
九
条
の
三
ま
で
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第

十
五
条
、
第
十
九
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
十
六
条
第
二
号
（
調
理
設
備
に
係
る
部

分
に
限
る
。）、
第
三
十
二
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
五
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
三
十
二
条
の
二
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
五
条
、

第
四
十
一
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）並
び
に
第
七
十
四
条
第
一
号
（
調
理
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

四

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
都
道
府

県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
参
酌
す
べ
き
基
準

こ
の
省
令
に
定
め
る
基
準
の
う
ち
、
前
三
号
に
定
め
る

規
定
に
よ
る
基
準
及
び
第
八
章
か
ら
第
九
章
の
四
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準
以
外
の
も
の

２

設
備
運
営
基
準
は
、
都
道
府
県
知
事
の
監
督
に
属
す
る
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
が
、
明
る
く
て
、

衛
生
的
な
環
境
に
お
い
て
、
素
養
が
あ
り
、
か
つ
、
適
切
な
訓
練
を
受
け
た
職
員（
児
童
福
祉
施
設
の
長
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）の
指
導
に
よ
り
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
し
て
、
社
会
に
適
応
す
る
よ
う
に
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
保

障
す
る
も
の
と
す
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
設
備
運
営
基
準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
中
「
最
低
基
準
は
、」を
「
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
条
例
で
定
め
る
基
準
（
以

下
「
最
低
基
準
」
と
い
う
。）は
、
都
道
府
県
知
事
の
監
督
に
属
す
る
」
に
改
め
、「（
児
童
福
祉
施
設
の
長
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
三
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
る
。

２

都
道
府
県
は
、
最
低
基
準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
一
章
中
第
十
四
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
大
都
市
等
の
特
例
）

第
十
四
条
の
四

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都

市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は「
指
定
都
市
」

と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と
、
第
二
条
中
「
都
道
府
県
が
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
が
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と
、
第
三
条
第
一
項

中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と
、「
都
道
府
県
に
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
に
」

と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）に
あ
つ
て
は
、
第

一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
（
助
産
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
又
は
保
育
所
（
以

下
「
特
定
児
童
福
祉
施
設
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
中
核
市
）」と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ

る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
（
特
定
児
童
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
核
市
の
市
長
）」と
、
第
二
条
中
「
都
道
府
県

が
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
（
特
定
児
童
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
核
市
）
が
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と

あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
（
特
定
児
童
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
核
市
の
市
長
）」と
、第
三
条
第
一
項
中「
都

道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
（
特
定
児
童
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
核
市
の
市
長
）」と
、「
都

道
府
県
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
（
特
定
児
童
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
核
市
）
に
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
（
特
定
児
童
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
核
市
）」と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

３

法
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
の
児
童
相
談
所
設
置
市
（
以
下
「
児
童
相
談
所
設
置
市
」と
い
う
。）に
あ
つ
て
は
、

第
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
、
同
条
第
二
項
中「
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
児
童
相
談
所
設
置
市
の
市
長
」
と
、
第
二
条
中
「
都
道
府
県
が
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
相
談
所
設

置
市
が
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
相
談
所
設
置
市
の
市
長
」
と
、
第
三
条
第
一
項
中
「
都
道

府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
相
談
所
設
置
市
の
市
長
」
と
、「
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
児
童

福
祉
審
議
会
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
七

条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
」
と
い
う
。）

に
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務
を
調
査
審
議
さ
せ
る
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
）」と
あ
る
の

は
「
法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
に
関
す
る
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
、
こ
れ
を
定
め
る
」
を
「
定
め
る
指
針
に
従
う
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
九
号
及
び
第
十
号
並
び
に
第
八
十
一
条
第
一
項
第
四
号
中
「
厚
生
労
働
大
臣
又
は
」
を
削
る
。

第
九
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
第
三
号
、
第
四
十
三
条
第
三
号
及
び
第
八
十
二
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
八

条
第
五
号
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第
四
号
、
第
四
十
三
条
第
八
号
及
び
第
八
十
二
条
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
第
四
十
三
条
第
二
号
及
び
第
八
十
二
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
、
第
三

十
八
条
第
二
項
第
六
号
イ
、
第
四
十
二
条
第
四
項
、
第
四
十
三
条
第
四
号
、
第
七
十
五
条
第
三
項
、
第
八
十
条
第
四

項
及
び
第
八
十
二
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
（
地
方
自

治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都

市
」
と
い
う
。）及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）に
あ

つ
て
は
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き

基
準

第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を

定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
一
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
一
号
ロ
並
び
に
附
則
第
二
項

（
第
十
一
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
七
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
の
自
主
性
及
び

自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生

労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

目
次
中
「
第
十
四
条
の
三
」
を
「
第
十
四
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
五
条
第
二
項
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
以
下
「
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八
条
た
だ
し
書
（
入
所
し
て
い
る
者
の
保
護
に
直
接
従
事
す
る
職

員
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
七
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十

七
条
、
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
（
第
三
十
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
、
第
四
十
三
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
八
十
条
、
第
八
十
一
条
第
一
項
、
第
八

十
二
条
、
第
八
十
三
条
、
第
八
十
八
条
の
三
、
附
則
第
九
十
条
並
び
に
附
則
第
九
十
四
条
第
三
項
か
ら
第
六
項

ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準
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